
国
民
年
金 

付
加
保
険
料
を
納
付
し
ま
せ
ん
か 

平成19年播磨町ダイジェスト 
s問い合わせ　企画グループ　1０７９（４３５）０３５６ 

6
広報はりま 20.1

情
報
わ
い
ど 

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

各
種
相
談 

保
健
の
ペ
ー
ジ 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り 

7
広報はりま 20.1

平
成
19
年
度
の
老
齢
基
礎
年
金

の
年
金
額
は
79
万
２
千
100
円
（
満

額
＝
40
年
間
保
険
料
納
付
）
で
す

が
、
老
後
に
よ
り
高
い
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
た
い
と
考
え
て
い
る

方
の
た
め
に
、
毎
月
の
保
険
料

（
平
成
19
年
度
は
１
万
４
千
100
円
）

の
ほ
か
に
付
加
保
険
料
を
上
乗
せ

し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢
基
礎
年

金
に
上
乗
せ
し
て
支
給
さ
れ
る
付

加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

第
一
号
被
保
険
者
の
場
合
は
、

報
酬
に
よ
っ
て
保
険
料
や
給
付
額

が
増
減
す
る
厚
生
年
金
保
険
な
ど

の
被
用
者
年
金
制
度
と
は
違
い
、

保
険
料
と
給
付
（
老
齢
基
礎
年
金
）

額
が
定
額
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

将
来
の
生
活
設
計
に
あ
わ
せ
て
、

こ
の
付
加
年
金
の
ほ
か
に
も
、
公

的
な
年
金
制
度
で
あ
る
国
民
年
金

基
金
、
個
人
型
確
定
拠
出
年
金
及

び
農
業
者
が
加
入
で
き
る
農
業
者

年
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
上
乗
せ
制
度
の
保
険
料
は
、
国

民
年
金
保
険
料
と
同
じ
く
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

付
加
保
険
料
の
額
は
１
ヵ
月
400

円
で
す
。
付
加
保
険
料
を
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
る
対
象
者
は
、
第

一
号
被
保
険
者
ま
た
は
任
意
加
入

被
保
険
者
で
す
。

保
険
料
の
免
除
ま
た
は
保
険
料

の
納
付
猶
予
を
受
け
て
い
る
方
や

国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
は
、
付

加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

ま
た
、
農
業
者
年
金
の
加
入
者

は
、
必
ず
付
加
保
険
料
を
納
付
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

付
加
年
金
額
の
計
算
は
、
次
の

通
り
で
す
。

年
金
額
＝
200
円
×
付
加
保
険
料

納
付
月
数
（
65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
す
る
場
合
）

つ
ま
り
、
保
険
料
月
額
400
円
に

対
し
て
、
65
歳
か
ら
年
金
を
受
給

し
た
場
合
、
仮
に
１
年
間
付
加
保

険
料
を
納
付
し
た
場
合
、
２
年
間

で
付
加
保
険
料
相
当
分
の
年
金
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
こ
の
付
加
年
金
は
、
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
権
を
得
た
月

の
翌
月
か
ら
支
給
さ
れ
、
老
齢
基

礎
年
金
を
65
歳
よ
り
前
に
繰
上
げ

受
給
ま
た
は
66
歳
以
後
に
繰
下
げ

受
給
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、

付
加
年
金
額
も
老
齢
基
礎
年
金
の

減
額
率
及
び
増
額
率
に
応
じ
て
減

額
ま
た
は
増
額
さ
れ
ま
す
。

▼
付
加
保
険
料
の
問
い
合
わ
せ

付
加
保
険
料
の
納
付
手
続
き
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
最
寄
り
の
社

会
保
険
事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

○
加
古
川
社
会
保
険
事
務
所

1
０
７
９
（
４
２
７
）
５
４
１
１

▼
年
金
全
般
の
問
い
合
わ
せ

年
金
の
こ
と
を
、
も
っ
と
詳
し

く
知
り
た
い
方
は
、
社
会
保
険
庁

のhttp://w
w
w
.sia.go.jp/

（
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
）
も
ご
利
用
く
だ
さ

い
。ま

た
、
国
民
年
金
基
金
の
加
入

に
つ
い
て
は
、
各
都
道
府
県
に
１

ヵ
所
設
立
さ
れ
て
い
る
地
域
型
国

民
年
金
基
金
か
25
の
業
種
別
に
設

立
さ
れ
て
い
る
職
能
型
国
民
年
金

基
金
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
兵
庫
県
国
民
年
金
基
金

8
０
１
２
０
（
６
５
）
４
１
９
２

http://w
w
w
.npfa.or.jp/

窒
素
酸
化
物
は
物
を
燃
や
す
と
必
ず
発
生
す
る
も
の
で
、
特
に
冬
場
は
暖

房
器
具
の
使
用
に
よ
り
、
大
気
中
の
窒
素
酸
化
物
の
濃
度
が
高
く
な
り
ま
す
。

窒
素
酸
化
物
は
人
が
住
ん
で
い
る
所
に
は
ど
こ
に
で
も
発
生
し
ま
す
が
、

反
対
に
住
ん
で
い
る
人
々
の
努
力
に
よ
っ
て
減
ら
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。

窒
素
酸
化
物
低
減
の
た
め
に
、
マ
イ
カ
ー
の
使
用
を
自
粛

し
、
で
き
る
だ
け
公
共
の
交
通
機
関
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

空
ぶ
か
し
、
急
発
進
な
ど
の
無
駄
な
運
転
や
、
エ
ン
ジ
ン
を

か
け
た
ま
ま
の
駐
車
な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
家
庭
で
は
暖

房
温
度
は
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
湯
沸
器
な

ど
の
口
火
を
こ
ま
め
に
消
す
な
ど
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

健
康
安
全
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
７
２
１

播
磨
町
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
　
開
催

好
天
の
中
で
催
さ
れ
ま
し
た

播
磨
町
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰

30
人
と
６
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た

播
磨
北
小
学
校
　
閉
校

昭
和
56
年
の
開
校
か

ら
26
年
間
で
、
約
１

７
２
０
人
の
児
童
が

こ
の
校
舎
で
学
び
ま

し
た

播
磨
町
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
　
開
催

気
軽
に
健
康
を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
多
く
の
住
民
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
兼
ね
て
参
加

し
ま
し
た

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度
を
拡
大

対
象
を
小
学
３
年
生
ま
で
無
料
と
し
、
７
月
に
は

所
得
制
限
も
な
く
し
て
医
療
費
助
成
を
充
実
さ
せ

ま
し
た

親
子
自
転
車
教
室
を
開
催

「
自
転
車
運
転
免
許
等
制
度
モ
デ
ル
地
区
」
と
し

て
、
自
転
車
教
室
を
開
催
し
、
学
科
と
実
技
試
験

を
実
施
し
て
参
加
者
に
自
転
車
運
転
免
許
証
を
発

行
し
ま
し
た

病
後
児
保
育
を
ス
タ
ー
ト

就
業
な
ど
で
家
庭
で
の
保
育
が
難
し
い
、
病
後
回

復
期
に
あ
る
児
童
を
保
護
者
に
代
わ
っ
て

保
育
す
る
子
育
て
支
援
制
度
で
す

播
磨
町
夏
ま
つ
り
　
開
催

ス
テ
ー
ジ
や
模
擬
店
な
ど
参
加
す
る
ま
つ

り
と
し
て
も
毎
年
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す

妊
婦
健
康
診
査
費
の
補
助
を
開
始

妊
娠
後
期
の
健
康
診
査
費
を
県
費
で
補
助
す
る
制

度
に
加
え
、
妊
娠
前
期
健
康
診
査
の
費
用
を
町
費

で
補
助
す
る
制
度
を
始
め
ま
し
た

大
中
遺
跡
公
園
駐
車
場
と
大
中
遺
跡
公
園

の
整
備
が
完
了

狐
狸
こ

り

ヶ
池
に
駐
車
場
と
公
園
を
結
ぶ
ボ
ー
ド
ウ
ォ

ー
ク
（
遊
歩
道
）
が
設
置
さ
れ
ま
し
た

河
川
監
視
カ
メ
ラ
の
設
置
と
災
害
時
緊
急
放
送
協
力

協
定水

田
川
と
喜
瀬
川
に
河
川
の
水
位
を
監
視
す
る
カ

メ
ラ
を
設
置
。
ま
た
、
災
害
時
の
放
送
に
関
す
る

協
定
を
Ｂ
Ａ
Ｎ
‐
Ｂ
Ａ
Ｎ
テ
レ
ビ
と
結
び
、
避
難

勧
告
な
ど
の
緊
急
放
送
を
伝
え
る
体
制
を
整
備
し

ま
し
た

特
別
展
「
弥
生
時
代
の
子
ど
も
た
ち
」
開
催

大
中
遺
跡
発
見
45
周
年
記
念
と
し
て
特
別
展
が
播

磨
町
郷
土
資
料
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た

町
制
施
行
45
周
年
記
念
式
典
挙
行

町
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
と
も
に
、
そ
の
発
展
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
す
る
記
念
式
典
を
執
り

行
い
ま
し
た

兵
庫
県
立
考
古
博
物
館
　
開
館

考
古
学
を
体
感
で
き
る
博
物
館
と
し
て
、
大
中
遺

跡
公
園
に
完
成
し
ま
し
た

大
中
遺
跡
ま
つ
り
　
開
催

県
立
考
古
博
物
館
と
協

同
し
て
全
国
遺
跡
ま
つ

り
を
同
日
開
催
し
、
例

年
を
上
回
る
来
場
者
で

に
ぎ
わ
い
ま
し
た

西
野
添
・
東
野
添
地
区
の
住
居
表
示
を
実
施
し
ま
し
た

町
で
は
市
街
地
全
域
を
対
象
に
順
次
「
住
居
表
示
」

を
進
め
て
い
ま
す

町
定
例
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
中
継

各
定
例
会
及
び
臨
時
会
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使

っ
て
生
中
継
と
録
画
映
像
に
て
公
開
し
ま
し
た
。

ま
た
、
役
場
第
１
庁
舎
１
階
ロ
ビ
ー
に
設
置
し
た

大
型
テ
レ
ビ
で
も
生
中
継
を
９
月
定
例
会
か
ら
公

開
し
て
い
ま
す

12
月

11
月

10
月

９
月

７
月

５
月

４
月

３
月

２
月

１
月

▲北小校庭の桜
（閉校式の日に撮影）

▲連日多くの来館者が訪れる博物館

平
成
19
年
は
、
町
制
が
ス
タ
ー
ト
し
て
45
年
の
節
目
の
年
で
し
た
。
謹
ん
で
記
念
式
典
を
執
り
行
い
、
５
年
後

の
大
き
な
節
目
50
周
年
に
つ
な
が
る
確
か
な
歩
み
の
１
つ
を
刻
み
ま
し
た
。

新
し
い
年
を
迎
え
る
前
に
、
今
年
町
で
ど
ん
な
出
来
事
が
あ
っ
た
の
か
、
１
年
を
振
り
返
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

付
加
年
金
と
は

付
加
年
金
額
は

付
加
保
険
料
の
額
は
定
額

窒
素
酸
化
物
低
減
の
た
め
の
季
節
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

建物共済に加入しましょう 建物共済に加入しましょう 
　建物火災共済は、火災や落雷などで建物や家具が被害にあ
った場合に補償します。わずかな負担で大きく補償されます
ので、ぜひご利用ください。 

■ お支払いする損害は 

■ 火災共済加入額1,000万円（1年間）の掛金額は 

建物と家具類で一棟あたり6,000万円までご加入いただけます。 

s申し込み・問い合わせ 
　東播磨建物共済推進協議会（加古川市役所 公社館内） 
　1 0 7 9 ( 4 2 4 ) 1 3 9 1  
　住民グループ地域振興チーム　1 0 7 9 ( 4 3 5 ) 2 3 6 4

普通物件 
（住宅･納屋･
農作業場･土
蔵･アパート･
車庫など） 

木　造 木造防火造 鉄骨造・土蔵造 

建物・家具類 建物・家具類 建物・家具類 

7,300円 6,600円 4,600円 

鉄筋コンクリート造 

建 物 家具類 

2,400円 3,300円 

火災 

騒じょう 

落雷 

破裂・爆発 水ぬれ損害 （消火に伴う水ぬれなど） 

（自動車の当て逃げなど） 
【自然災害によるものは対象外】 

盗難によるき損・汚損 
【盗取は対象外】 

物体の落下・衝突など 
（自動車の当て逃げなど） 
    自然災害による 
    ものは対象外 

※風水害や地震など自然災害の被害
も補償する総合共済もあります。 



▼
問
い
合
わ
せ
　
企
画
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９
（
４
３
５
）
０
３
５
６
 

各
種
証
明
書
な
ど
の
様
式
が
変
わ
り
ま
す 

s問い合わせ　福祉グループ　1０７９（４３５）２３６２ 

新しい民生委員・児童委員、主任児童委員です 

官公署の発行する顔写真貼付の
身分証明書で、氏名及び生年月
日の記載があるもの 

運転免許証、パスポート、住民
基本台帳カード、外国人登録証
明書、身体障害者手帳 

　など 

氏名の記載があるもの 

健康保険証、介護保険証、年金
手帳、年金証書、学生証、社員
証、図書利用券、キャッシュカ
ード、クレジットカード、病院
の診察券 

　　　など 

表①  1点でよい本人確認書類 表②  2点必要な本人確認書類 

民生委員・児童委員　〈定数60人〉 
 地区 　氏　名 　　電話番号 
 本荘東 佐伯 英子 079 (437)2329  
 〃 井上 やくよ  〃 (437)7453  
 〃 原田 美幸  〃 (435)0785  
 〃 村津 かくみ  〃 (437)6324  
 本荘中 近澤 秀美  〃 (437)6331  
 〃 井上 久一  〃 (437)8337 
 本荘南   　〃 　　　  〃 
 本荘西 松田 康嗣  〃 (437)8805  
 〃 三上 年一  〃 (435)5630  
 本荘北 中川 冨貴子  〃 (436)4863 
 〃 柳田 二三子  〃 (437)0529 
 〃 橋場 悦子  〃 (437)6854 
 〃 青木 千恵子  〃 (437)6602 
 〃 坂東 惠美子  〃 (437)2904 
 〃 光田 和子  〃 (435)5059 
 古宮1・2 中村 惠子 078 (942)5387  
 古宮2 藤原 成悦  〃 (942)1555 
 古宮3 松田 麻美子  〃 (943)9020 
 二子 福壽 晃二  〃 (943)8165 
 〃 木許 久子  〃 (942)3750 
 駅東 古川 勝子  〃 (943)9809 
 二子北 谷辺 陽子  〃 (942)8834 
 〃 村上 とみ子  〃 (942)9295 
 川端 藤野 直子 079 (437)8776 
 〃 林 啓子  〃 (435)5472 
 野添中部 戎井 晧二 078 (942)3650 

 地区 　氏　名 　　電話番号 
 野添中部 佐伯 義夫 079 (437)2792 
 〃 藤原 久也 079 (453)7191 
 〃 加田平 靖子 078 (942)7210 
 蓮池 横山 ちず子  〃 (943)6557 
 緑ヶ丘 赤羽 道子 079 (437)3810 
 五反田   　〃 　　　  〃 
 播磨苑 西垣 幸雄 078 (944)0120 
 北池   　〃 　　　  〃 
 新野添   　〃 　　　  〃 
 宮山 稲谷 勝  〃 (943)6205 
 鹿の川   　〃 　　　  〃 
 〃 佐伯 和代  〃 (942)2935 
 〃 藤原 邦子  〃 (942)1676 
 宮の裏 佐伯 三代子  〃 (942)5097 
 〃 山下 マリ子  〃 (941)0388 
 サニーハウス 和布 邦子  〃 (944)0878 
 駅西   　〃 　　　  〃 
 〃 酒井 洋  〃 (942)8135  
 〃 藤井 幸代  〃 (941)2477 
 オリーブハイツ 久米 正明  〃 (943)6218 
アセーラ土山   　〃 　　　  〃 
 駅前 赤土 実知子  〃 (942)2858 
 大中西 浅原 敏子 079 (437)7596  
 〃 高島 貞子  〃 (437)0474 
 大中東 村上 安栄  〃 (437)6812  
 〃 山内 栄子  〃 (435)3299  
 〃 三井 陽一 079 (435)3267 

 地区 　氏　名 　　電話番号 
 大中団地 三井 陽一 079 (435)3267 
 古田東 西田 光雄  〃 (437)9086 
 〃 田中 久彌  〃 (437)2493 
 本荘 加藤 照朗  〃 (437)1218 
 古田南   　〃 　　　  〃 
 古田北   　〃 　　　  〃 
 古田西 亀井 艶子  〃 (435)1845 
 神川   　〃 　　　  〃 
 宮西 神部 明夫  〃 (437)0523 
 宮北 黒石 進  〃 (435)2681 
 新池 墨 悠子 078 (942)5296 
 学園前 谷 務 079 (435)4706 
 学園北   　〃 　　　  〃 
 石ヶ池 加藤 和子  〃 (437)6417 
 本荘県住 岸本 和夫  〃 (435)3627 
 野添県住 岡田すみ子 078 (943)7232  
 野添高山 亀田 龍昇  〃 (942)1439  
 城 佐伯 一義  〃 (943)1217 
 城の宮団地   　〃 　　　  〃 
 サンシティ本荘 小林 信 079 (437)2537 
 
主任児童委員　〈定数4人〉 
 地区 　氏　名 　　電話番号 
主任児童委員 田中 喜美子 079 (437)1229 
 〃 佐伯 富佐子 078 (942)8466 
 〃 大角 伸子  〃 (944)0340  
 〃 大北 智子 079 (437)8129

委任状が必要です 
受付できません 

▼
問
い
合
わ
せ
　
住
民
グ
ル
ー
プ
　
1
０
７
９
（
４
３
５
）
２
３
６
３
 

印
鑑
登
録
や
印
鑑
登
録
証
の
受
け
取
り
方
法
、 

ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

印鑑登録証を受け取りたいときの流れ 

申請する本人が 
住民グループ窓口に 
来ることができる 

官公署の発行する顔写真
貼付の身分証明書（運転免
許証など）を持っている 

 申請を受付し、 
その場で印鑑登録証を 

発行します 

窓口に来る代理人が 
委任状を持っている 

申請を受付しますが、即
日発行できません。印鑑
登録証の受け取りに必要
な照会書を送付します。
照会書を持ってもう一度、
住民グループ窓口にお越
しください。 

スタートスタート スタートスタート スタート スタート 

はい 

はい 

はい 

いいえ いいえ 

いいえ 

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

各
種
相
談 

保
健
の
ペ
ー
ジ 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り 

情
報
わ
い
ど 

情
報
わ
い
ど 
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人
に
委
任
し
た
旨
を
記
入

・
本
人
の
氏
名
の
横
に
、
登
録
す

る
印
鑑
を
押
印

申
請
に
は
委
任
状
と
と
も
に
、

登
録
す
る
印
鑑
と
代
理
人
の
認
印

も
必
要
で
す
。

申
請
後
の
手
続
き
は
、
Ａ
６
の

②
〜
③
と
同
じ
で
す
。

Ｑ
８．

印
鑑
登
録
証
を
紛
失
し
た

と
き
は
？

Ａ
８．

ま
ず
住
民
グ
ル
ー
プ
に
、

紛
失
し
た
こ
と
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。
印
鑑
証
明
書
の
発
行
を
停

止
し
ま
す
。

そ
の
後
、
で
き
る
だ
け
早
く
窓

口
に
て
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

も
う
一
度
印
鑑
登
録
証
の
交
付
を

受
け
る
に
は
、
初
め
て
登
録
す
る

時
と
同
じ
手
続
き
に
な
り
ま
す
。

現
在
の
各
種
業
務
シ
ス
テ
ム
の
一
部
が

１
月
７
日
に
新
シ
ス
テ
ム
へ
移
行
さ
れ
る

た
め
、
住
民
票
な
ど
各
種
証
明
書
、
納
付

書
な
ど
役
場
か
ら
発
行
す
る
書
類
の
様
式

が
変
更
に
な
り
ま
す
。

今
ま
で
と
違
う
証
明
書
や
納
付
書
な
ど

に
な
り
ま
す
が
、
内
容
は
従
来
と
同
様
の

も
の
で
す
。

この度、全国一斉に民生委員・児童委員および主任児童委員の改選が行われ、播磨町の新しい委員が次の通り決
まりました。今回の改選で選ばれた方々の任期は、平成22年11月30日までの3年間です。新しい委員と担当地区は
次の通りです。福祉に関する相談は、担当地区の民生委員・児童委員までお気軽にご相談ください。

情
報
わ
い
ど 

情
報
ペ
ー
ジ 

施
設
だ
よ
り 

各
種
相
談 

保
健
の
ペ
ー
ジ 

教
育
の
ペ
ー
ジ
・
き
ゃ
ん
ぱ
す
だ
よ
り 

8
広報はりま 20.1

Ｑ
１．

印
鑑
登
録
が
で
き
る
人
は
？

Ａ
１．

播
磨
町
で
印
鑑
登
録
を
で

き
る
人
は
、

・
播
磨
町
に
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
し
て
い
る
15
歳
以
上

の
人

・
成
年
被
後
見
人
で
な
い
人

Ｑ
２．

登
録
で
き
な
い
印
鑑
は
ど

ん
な
印
鑑
？

Ａ
２．

次
の
よ
う
な
印
鑑
で
す
。

①
住
民
票
ま
た
は
外
国
人
登
録
原

票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
氏
名
、

氏
ま
た
は
名
で
表
さ
れ
て
い
な

い
も
の

②
職
業
な
ど
他
の
事
項
と
合
わ
せ

て
表
し
て
い
る
も
の

③
印
影
の
大
き
さ
が
、
一
辺
の
長

さ
８

の
正
方
形
に
収
ま
る
も

の
、
ま
た
は
一
辺
の
長
さ
25

の
正
方
形
に
収
ま
ら
な
い
も
の

④
ゴ
ム
印
そ
の
他
印
が
変
化
し
や

す
い
も
の

⑤
そ
の
他
町
長
が
不
適
当
と
認
め

る
も
の

※
印
鑑
の
枠
が
３
分
の
１
以
上
欠

け
て
い
る
印
鑑

※
同
一
世
帯
内
の
人
が
登
録
し
て

い
る
印
鑑
と
同
じ
印
鑑

Ｑ
３．

印
鑑
登
録
の
方
法
は
？

Ａ
３．

本
人
が
申
請
す
る
場
合
と
、

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
の
２
つ

の
方
法
が
あ
り
ま
す
。
登
録
さ
れ

た
方
に
は
、
印
鑑
登
録
証
（
カ
ー

ド
）
を
交
付
し
ま
す
。

Ｑ
４．

本
人
が
申
請
す
る
と
印
鑑

登
録
証
は
即
日
に
交
付
し
て
も
ら

え
る
？

Ａ
４．

本
人
が
申
請
し
た
後
、
即

日
に
印
鑑
登
録
証
を
交
付
で
き
る

の
は
、
次
の
う
ち
の
ど
ち
ら
か
の

み
で
す
。

ど
ち
ら
の
方
法
も
登
録
す
る
印

鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

①
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
官
公

署
の
発
行
す
る
顔
写
真
貼
付
の

身
分
証
明
書
（
表
①
）
を
提
示

で
き
る
場
合

②
①
の
身
分
証
明
書
は
な
い
け
れ

ど
、
申
請
者
に
保
証
人
が
い
る

場
合

Ｑ
５．

保
証
人
と
は
？

Ａ
５．

播
磨
町
で
す
で
に
印
鑑
登

録
し
て
い
る
人
で
、
登
録
印
や
印

鑑
登
録
証
の
提
示
が
で
き
、
申
請

者
が
本
人
で
あ
る
こ
と
を
保
証
で

き
る
人
の
こ
と
で
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

Ｑ
６．

本
人
確
認
書
類
（
表
①
）

が
な
く
、
保
証
人
も
い
な
い
場
合

は
？

Ａ
６．

次
の
よ
う
な
順
序
の
照
会

書
方
式
と
な
り
、
登
録
証
の
受
け

取
り
ま
で
に
５
日
前
後
か
か
り
ま

す
。

①
登
録
す
る
印
鑑
を
持
参
し
て
登

録
申
請
し
て
く
だ
さ
い

②
役
場
か
ら
自
宅
に
照
会
書
が
郵

送
さ
れ
ま
す

③
照
会
書
到
着
後
、
本
人
ま
た
は

代
理
人
が
登
録
証
の
受
け
取
り

の
た
め
、
窓
口
へ
お
越
し
く
だ

さ
い

必
要
な
も
の
は
次
の
通
り
で
す
。

・
回
答
書
（
照
会
書
と
一
体
に
な

っ
て
い
ま
す
）

・
登
録
申
請
し
た
印
鑑

・
本
人
の
場
合
、
本
人
の
本
人
確

認
書
類
（
表
②
の
う
ち
２
点
）

・
代
理
人
の
場
合
は
、
代
理
人
の

本
人
確
認
書
類
（
表
①
の
う
ち

１
点
ま
た
は
表
②
の
う
ち
２
点
）

Ｑ
７．

仕
事
な
ど
で
本
人
が
役
場

に
行
け
な
い
場
合
、
代
理
人
で
も

印
鑑
登
録
申
請
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ
７．

申
請
で
き
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な
委
任
状
が
必
要
で
す
。

・
登
録
す
る
本
人
が
す
べ
て
自
署

・
本
人
及
び
代
理
人
の
住
所
と
氏

名
、
印
鑑
登
録
の
申
請
を
代
理

ミ
リ

ミ
リ

印鑑登録証受取人の本人確認を
お願いしています

本人の知らない間に印鑑登録が行われ印鑑登録
証が悪用されるという事態を未然に防止する方策
として、播磨町では、印鑑登録証受け取りの際に、
受取人の本人確認をさせていただいております。

○本人確認書類は、原本で有効なものに限り
ます。
○コピーは不可です。




